
 
 

 
 

 

                                地域医療連携室委員長  寺坂 薫  

 皆さん、地域完結型の医療とか、開放病床といった言葉を聞かれたことがあ

りませんか？最近になって使われはじめた言葉ですが、これらの言葉について

説明したいと思います。 

 病院はこれまで、外来から入院、退院後も外来フォローを行うなど、一人の

患者さまに対してすべての治療を行ってまいりました。しかし、医療の進歩、

多様化、専門性、医師の不足、過重労働などの問題が起こり、今までの病院完結型の医療は立ち行か

なくなってきました。これらを何とかしようと考えられたのが地域完結型の医療です。これは、急性

期の病院と他の病院、診療所などが機能を分担して、地域全体で 1 人の患者さまの治療を行おうとい

うものです。このため、救急病院では入院患者さまに重点を置いて診療を行い、一般の外来再診の患

者さまは出来るだけ、近くのかかりつけ医の先生にお願いし、入院の際にはまた病院に紹介して頂く

ようになってきました。当院でも、患者さまを近くの開業医の先生に紹介することが最近よくあると

思いますが、このような理由によるもので申し訳なく思っております。でも、心配はいりません。

2006年10月より、呉共済病院でも地域医療連携室をリニューアルし（総合受付のそばにあります）、

開業医の先生、また、地域のリハビリテーション病院、介護施設などと常に密に

連携を取り、患者さまをお互いに紹介し合い、また、退院の際には医療、福祉相

談など、退院支援を行って、入院外でも出来るだけ患者さまに満足していただけ

るようになりました。 

 しかし、これではまだ、入院された患者さまと開業医の先生方の連携が出来て

いません。これを何とかしようというのが、開放病床システムです。これは、開

業医の先生と、病院の主治医とが一人の患者さまを共同診療しようというものです。まず、入院の必

要がある患者さまを地域医療連携室に紹介していただき、開放病床に入院していただきます。その後、

今まで患者さまの状態をしっかり把握されている開業医の先生に、今までの病状経過、家族関係、社

会的状況、本人の性格など、当院の主治医では分かりにくいことまで教えていただき、主治医と開業

医の先生とで協力し合いながら、入院治療を行います。退院後は、入院中の状態を把握

してもらっている開業医の先生に外来診療をお願いします。患者さまは、初めての主治

医でも今まで慣れ親しんだ開業医の先生と一緒に治療してもらえるので安心して治療を

行ってもらえますし、退院後も入院中の経過を知っている開業医の先生に診てもらえる

などのメリットがあります。 

 このように医療が様変わりしてきており、患者さまにはいろいろとご迷惑をかけ申し

訳ありません。当院では１２月より５床を開放病床に充てております。利用されたい希

望がありましたら、開業医の先生か、地域医療連携室にいつでもご相談ください。 

 


